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本編第 1 章より 

 

(1) 24M Technologies（米） 

 

① 京セラのポジション 

 24M は、同社の技術ライセンスおよび共同開発パートナーが京セラであることを先日発

表した（2024 年 12 月 3 日）。 

 京セラが 2026 年度までに｢24M SemiSolid™｣、住宅用リチウムイオン電池の生産能力を

2 倍にすることを目指すとの発表であった。 

 

 24M 技術をベースとした京セラの住宅用エネルギー貯蔵システム｢Enerezza™｣の目覚ま

しい成功は、関連業界に注目されている。 

 

 半固体電池の本命的用途のひとつは、ESS であるとの状況証拠になるともいえる。 

 

② 24M バッテリーの利点 

 同社の製品の利点は以下のようにまとめられている。 

 

 

 



④ 次世代バッテリーの概要と開発の方向性 

 同社の次世代バッテリーは、固体電解のレベルアップとリチウムイオン系(Li-S)の実用

化と捉えられる。 

 その場合の性能の目安（エネルギー重量密度）は、年次的に以下のような目標が掲げら

れている。 
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2-2 NIB の特定材料（部材）について 

 

 NIB に関する主要部材のうち、正極材と負極材および電解液のそれぞれから 1 社の開発

動向に着目した。 

(注 1) クラレのハードカーボン（クラノード）の外観と特長は以下のとおりである。 

 

 

表 2 NIB の材料（部材）についての留意点 

主要部材 メーカー 材料情報 量産情報 

正極材 

 

Ronbay New Energy 

Technology（中国） 

プルシアンホワイト 

層状酸化物 

プルシアンホワイト 6,000ｔ/ｙ  

層状酸化物     36,000ｔ/ｙ 

増産計画 Max 10 万ｔ/ｙ 

負極材 クラレ ヤシ殻ベースの 

ハードカーボン(注 1) 

数千ｔ/ｙ 

電解液 セントラル硝子(注 2) NaPF6ベースの 

電解液(注 3) 

LiPF6との合計で最大 50,000ｔ/ｙ 

量産可能（受注次第） 

 



(注 2) セントラル硝子は Guangzhou Tinci Materials Technology（中国）と中国国内に 

合弁会社（電解液製造等）で合意（2018 年）。 

 

(注 3) セントラル硝子の電解液に関する国際特許。WO2022/2398/2A1 

 

 なお、本資料集シリーズ続報でも引用しているが、同社の電解液作製[0056]と電解液組成

[0057]の表 1 に独自性がある。 

 

 

[0057] 

 



2-3 クラレの特許考察 

 

 同社のヤシ殻ベースのハードカーボン（クラノード®）は、原料的な観点からも関心が高

いことから、その特許を調べてみた。 

 

 



 



 ちなみに本調査のねらいは、請求項 6 にある植物起源の炭素前駆体の処理による難黒鉛

化炭素質材料の製造方法および産業上の利用可能性にある EV や HEV などの車載用途に

あると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

  



3 Li-S 系 2 次電池に関する追加調査 

 

3-1 Li-S 系 2 次電池での特性向上再考－グラフェンの活用－ 

 

 Li-S 系 2 次電池については続報（パート 2）でも言及している。それは 4-1-2 企業の個別

分析のところになる。(P53～54) 

(1)Lyten、(2)ADEKA で共通するのは、グラフェンの活用であった。 

 前者(Lyten)の場合は、正極材料の硫黄(Sulfur)を炭素材料（グラフェン）で囲った（caging

した）ことにより、多硫化リチウムの溶出を抑制。これによって正極の崩壊を防いだとされ

る。 

 

一方、後者（ADEKA）の場合は、硫黄の含有量を増やした(38wt％)SPAN（硫黄変性ポ

リアクリロニトリル）にしたことに加えて、導電助剤を工夫したことに注目が集まっている。 

 導電助剤の調査を弊社では何度かしたことがあるが、ADEKA は 4 種類の炭素材料を独

自に組み合わせた。導電助剤としては KB（ケッチェンブラック）や CNT、VGCF などが

知られている。同社はこれに Lyten と同様グラフェンを加えたとされる。 

 しかし、このグラフェンが独自のもので、厚膜グラフェン(Thick Graphene)といわれる

ものである。今回はこの内容（正体）に迫ってみたのである。 

 

 

 

 

https://www.adeka.co.jp/news/2022/02/220217.html 

 

 ADEKA の厚膜グラフェン(Thick Graphene)の特徴を知るには、その特許を紐解いてみ

ることが一番手っ取り早い（早道である）。 

 そこで、2024 年 7 月 30 日に公開されたものに着目してみた。 
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3-2 Thick Graphene に関する特許 

 

 ADEKA の特開 2024-101603 は、全 27 頁であるが、特許の要約と実施例などからその

狙い（特長）が容易に理解できる。 

 

 

 



(2) グラフェンに関するサンプル 
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(3) 国際調査報告例（英文、日本語） 
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4. 特許考察 

 

 トヨタを中心に、パナソニックや出光興産との共願特許に標的を絞った分析を行った。 

 ただ、これらの考察は 2023 年 5 月発行の緊急資料集（「全固体電池のポテンシャルと競

合技術に関する将来展望」）の初稿（第 2 章）と重なるというか、補強する意味合いがある

ので、次にこのことについて言及しておきたい。 

 

5-2 初稿との関連を深掘り 

 

 初稿で最も注目したトヨタの特許とは、特開 2021-150126 であった。トヨタの全固体電

池技術の要点が網羅されていると思われたからである。その概要は以下のように示される。 

 

 

 

 

図 2-6 トヨタ自動車の全固体電池技術の概要 

 


